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贷借對照表に於けん擬制的項
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貸
借
對
照
表
に
於
け
る
擬
制
的
項
目

箱m
u

西

太

辰

Z
助

■商
法
：一

I

十
六
條
に

『
動
産
、不
，

.動
産
、債
權
、債
務
其
他
ノ
財
摩 

表
ハ
云

t

』

あ

々

此

規

定

，
に

ょ

b

て
财
產

-@
錄
に
記
載
す 

の
總
財
產
を
含
む
を
：共
..に他
の
項
目
を
含

^

ざ
る
を
知
る

ベ へ ノ

し 、き 總  
之 事 目  
に 項錄 

反 は 及  

し 積 ビ  

貨 極 貨  

借 的 方  
對 及 借  

照 び 方  

表 消 ノ  
に 極 對

關

しV
」

は
單
に
貸
：方
借
方
の
對
照
表
：ビ，ぁ
る
の

'み
に
し
て
其
所
'謂
貸
方
及
び
借
方
の
意
義
に
つ 

き
て
商

.法
は
何
等
の
說
明

.キ
與

.へ
ざ
る
が
故
貸
方
及
び
借
方
中
に
は
如
何
，な
る
事
項
を
含
む 

か
は
商
法
の
明
文
上
之
を
知
る
に

•由
な
し
，然
れ
ど
も

1S
法
が
財
產
目
錄
及
び
貸
借
對

M

表
の 

作

：
製

，
を

命

じ

た

る

.

*!
法

±

の〗

精

»

ば
：
^

:̂
-

ク
て

.商
人

0
財
產
狀
態
分
明
か
に
し
資
產
及
び 

負
偾
の
顧
資
金
ど
：

'負
偾
ビ
の
：間
に
箱
す
る
過
不
足
幷
に
其
過
不
足
の
額
を
一
目
瞭
然
た
ら
し 

む
る
に
在
る
を
以
て

®

れ
ば
貨
借
對

M

表
に
記
載
せ
ら
る
ベ

§

主
要
な
.る
項
目
は
財
產
自
錄

I

?間
じ

く

動

産

、不
動
産
、債

，權

其

他

の

資

產

及

び

.債

務

な

る

乙

ど
を
知
：る

.

V

し

此

場

合

に

資

產

.を

貸
.方
ビ

し

僙
務

を
借

.方
と

す

る

か

或

は

'之

に

反

す

る

か

に

就

き

て

は

簿

記

上

の

慣

例

必

し

も

1:

致
せ
ず
斯
の

.如
台
は
枝
葉
の
問
題
に
過
ぎ

t
 w

雖
も
玆
に
は
動
も
す
れ
ば
誤
解
を
起

さ

し
へ
む
，る
：

の
處

あ

る

貸
.方
；
借
方

な

 ̂

0
を
避
け
資
產
負
產
な
る
释
を
用
ふ
ベ
し
。

右

に

述

/a
.
.る
が
；如

く

貸

借

，對

照

表

の

主

た

る

記

載

項

.目
は

.積
極

的

及

：び

消

極

.的

.の
肌

■

な

P
ビ

雖

も

經

營

上

，簿

記

上

又

は

法

律

上

.の
必

要

ょ

6

他

の

項

目

を

4

含

む

を

普

通

と

す

而

し

V

是

等

の

項

目

：に
は
：之

に

相

當

す

る

實

質

上

の

，

係

が

伴

ふ

場

合

と

然

ら

ざ

る

場

合

ミ

.あ

K
y

贷
借
對
照
表
に
於
け
る
項
目
は
前
潘
に
屬
す
る
を
普
通
ビ
し
後
潜
に
觸
す
る
を
例
外
と
す
本

説

•(
:
於

け

る

擬

荆

的

®

目

W

は

後

者

を

辟

す

も

の

'な

6

而
し
て
吾
人
が
擬
制
的
項
目
な

.

CN 

VJ

信
す
る
も
の
は
ー
、或
場
合
に
於
け
る
資
本
ニ
、評
價
页
正
孭
目
及
び
三
、年
赋
消
却
を
爲
す
べ

&
 

紙

.損
金
な
：ぅ
ビ
す

o:;

1

、資
本

資
本
は
實

®

的
項
目
な
る
場
合
と
擬
制
的

®

目
な
る
場
合
と
あ

b

商
人
が
資
货
の
總

©

に 

«.
過
す
へ
さ

*

SI
產

を

有

し

此

純

資

產

に

如

當

す

'る

金

額

を

資

本

ビ

し

て

貨

借

對

照

.東
の
.負

桃

十

二

餘

(
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l
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號
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六
，

偾
の
部
に
記
藏

V

た
る
と
き

.は
；商
人
は
資
本
の
項
、目
に

.相
當
す
ベ

.
き

資
產
を
：有
し
從
て
資
本 

の
項
自
は
現
實
商
人
の
：有
す
る
純
資
產

■を
表

.示
す
故

.に
此
場

.合
に
於
け
る
資
本

'の
項
..目
は
假 

嫂
せ
ら
れ
穴
る
も
の
即
ち
擬
制
的
項
目
に
非
ざ
る
な

.ぅ
之
に
-反
し
商
人
の
負
债
が
資
產
に
超 

過
す
る
場
合

k

は
：其
超
過

.额
は
資
本
の
項
目
に
於
て
之

?:
貨
惜
對
.照
表
の
資
產
の
部
に
記
栽 

す

(
R
e
h
m
,

 

B
i
l
a
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此
場
合
に
於
け
る
資
本
額
は
資
産
：の
部
に

g

fc
せ
ら
る
る
に
係 

.は
'ら
ず
資
產
を
表
は
す
も
の
に
非
ず
し
て
反

1:
純
債
務
を
表
は

^,
も
の
に
し
て
一
種
の
擬
制 

.的
，項
目
：と
云
ふ
を
得
ベ
し
斯
の
如
き
記
載
方
法
は

.經
營
上
又
は
記
帳
上
の
便
宜
ょ

P

出
て
た 

る
も
の
に
し
て
商
法
の
命
ず
る

W

に
あ
ら
ず
然
れ
ど
も

‘亦
其
禁
中
る
所

k

も
あ
ら
す
記
帳
上 

の
，免
識
あ
る

*

は
右
の
如
き
場
合
に
資
本
を
以
，て
一
稱
の
财
產
な

6 

信
じ
依
て
資
產
負
偾 

の
B

係
を

^

解
す
る
が
勿

S

處
な
け

^

诚
な
り
。

個
人
商
人
の
作
製
.す
べ
き

«

惜
.對
照
表
に
あ
り
て
は
右
の
如
く
資
本
は
資
産
の
部
に
.記
战 

せ
ら
る
る
場
合

*

6
.ビ
雖
も
會
社
に
あ

5

て
は
資
本
は
必
ず
負
債

_の
部
に
記
載
せ
ら
れ
ざ

S 

可
ら
ず
獅
逸
商
怯
は

.此
點
に
關
し
株
式
會
社
に
付
き
て
特
に
朋
文
を
設
け
た

b

s
商
こ
六
一 

條
五
項

)

吾
商
法
：に
は
規
定
：な
し

V」

雖
も
總

V

-0
會
祉
に
付
き
で
同
樣
，に
解
釋
せ
ざ
る
可
ら
ず

平在产，、 等.,， — ド— __   .機、.
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を
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減
少
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定
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議
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?

?
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,
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照
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囊
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部
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記
¥

ベ
き
も
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る
S

I

在
す
る
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#
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さ
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可
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ざ
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制
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®

目
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觸

す
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i

f

を
I

に
記

f

る
は
會
社
に
あ

6

て
は
法

5

の
義
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r 

:

の
'

て
其
正
當
な
る
や
固
ょ

6

言
を
俟
た
ず

s
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r
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.

評
價

M

正
頊

目

と

は：資
產
又
は
.債
務
の

0
價
が
眞
實
に
合
せ
ざ
る

©

合
殊
に
資
産

が
眞
，實

.. 

の
®

額
以
下
に
見
積
ち
れ
又
は
債
務
が
實
價
孩

_上
に
.見
橫
ら
れ
れ
る

 
'場
合
に
於
て
其
超
過
額 

を
反
對
の
欄
に
記
載
；す
る
を
云
ふ
故
に
此
項
目
は
貨
借
對
照
表
の

'資
產
撊
に
表
は
る
，
場
合 

V
J

負
債

0

に
表
は
る

.
>

«合

^J

あ
P

0

れ
に
す
る

も

興
'項
目
に
，相
當
ず
ベ
き
質
質
上
の
關
係 

M

存
茌
す
る
も
の
に

#,
す
し
て
單
に
財
產
評
價
の
一
方
法
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の

W

す
例
へ

<
、固
定
財
產
に
付
き
て
取
得
®
額
を
記
載
し
た
る
場
合
に
於
て
負
慎
郷
に
減
價
償
却
資
金
ビ 

し
.：

C
,典

^

#
額
を
記
：载
す
る
，場
合
に
は
，典
資
金
に
相
當
す
る
資
產
有
る
に
非
ず
又
之
に
*
當 

す
る
愦
務
あ
る

.に
も
非
ず
本
來
減
少
し
て
記
載
す
ベ
き
固
定
財
産
の
評
價
を
減
少
せ
す
し

V

 

記

«

す
る
代

6

に
.其
额
，を
；資
僙
欄
に
記
載
せ
し
に
過
ぎ
ず

B
tt
li
を
其
憤

.權
额

に

：從̂

“て
»
價
し
然
か
も
其
債
權
中
に
期
限
又
は
.條
件
刚
の
も
の
又
は 

偵
務
奢
の
支
拂
能

’カ
め
不
確
定
の
も
の
あ
る
と
き
は
債
權
額
は
其

®
之
：を

資

產

と

し
< 

0

入 

し
刹

a
の
掼

.失
#
濟
の
不
確
實
等

^
由
る
減
損
额

.は

之
を
負
債

ヒ

し
て
記
入
す
る
を
得
ベ
し

此

^

1
に
：於
て
も
襄

«

の
欄
：に：記

«

せ
ら
れ
た
る
額
は
擬

p

的
項
目
に
屬
す
る
も
の

S
云
ふ

. 

•
.
; 

‘ 

，
 

.

.

. 

•
-
.

;

C
:債
務
中
に
、條
件
附

^

は
期
限
附

0
債
務
あ
る
場
合
に
於
て
省
亦
前
例
に
同
じ
く
債
務
の
全 

额
I

f

し

5

i

.し
•

息
の
關
係
又
は
辨
濟

_

務
の
不
確
定
に
由
る
減
少
額

I

產
の 

部
に
記
載
す
る
を
妨
げ

1

 

其
減
少
額
に
相
當
す
る
現
實
の
資
產
ぁ
る
に
非 

ず
債
務
に
眞
正
の
評
價

.額
を
，附
す
る
の
一
方
法
た
る

4

の

s
P

‘

右「

の

如

ぐ

評

價

M

正

項

目

は

虛

僞

の

資

產

又

は

負

傭

を

假

裝

す

る

i

の

に

非

ず

し

て

反

て 

，

が

及

S

消

極

的

財

.產
の

評

價

を

眞

實

に

近

か

ら

し

め

ん

S

め

の

0 
5

る

が
故
固
，ょ 

办

違

法

S
爲

す

を

#

ざ
る
.な
り

ン三、年
賦
消
却
を
爲
す
ベ

‘

缺
.損

,
:
.
'

保
險
業
法
五
十
八
條
に
日
く

『

設
立
費
用
及
ヒ
初
ノ
五
年
度
ノ
業
幾
ハ
十
年
ヲ
超

a
サレ
 

期
間
內
一
一
於

,
定
款
ノ
定
ム

x

所

二

從

ヒ

每

年

其

一

部

ヲ

償

却

ス

が

コ

ト

ヲ

得

复

.同
五
十 

九
條
に
日
ぐ

『

設

1
:費
用
及
ヒ
初
ノ
五
年
度
ノ
營
業
避
ノ

.全
額
ヲ
償
却

.、

v

且
第
五
十
七
條
ノ
準

. 

S

•ヲ
控

5

タ

，

後

ニ
非
，サ

レ

、

i

金
ヲ
償
却
シ
又
ハ
剩
條
金
ノ
分
配
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得

.
-

M

^

0
, 

0
,
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、
第
導
：

兎

九
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訧

.
贷
偕
對
照
表
：2於
け
，
る
擬
制
韵
顼
：

3
:
: 

0

^

0

•>
*
>
〇

ス、前
項
ノ
規
定

、ノ
前
聰
ノ
期
間
內
ニ
於
テ
*
金

ノ

»
;f
f

i

*

二
利

,&

ヲ
支
挪
フ
コ

ト

ヲ
妨
ケ
ス

』
ぐ
し
此
規
定
は
相
迓
保
險
會
社
に
關
す
る
も
の
な
れ
ど

も
右
の

S:
十
八
條
は
十
九
條
に

H

て

株
式
紐
織
の
保
險

.會
へ
社
P

準
用
せ
ら
れ
且
此
場
合
に
は
設
立
養
及
び
營

'業
.避
の
全
'猢
を
偾
却

し
た
る
後
に
非
ざ
れ
ば
利
益
の
配

.當
を
爲
す
を
得
ざ
る
こ
と
、
し
た

6

此
規
定
を
設
时
穴
る

理
曲
は
新
設
の
保
險
會
社
に
あ
ぅ
て
は
契
約
少
な
く
樹
立
金
に
乏
.し
く
從
て
收
入
の
少
き
に

反
し
募
集
数
は
他

「
の
會
社
ょ
ぅ
も
多
額
を
嬰
す
べ
き
事
情
あ
る
が
故
之
を
し
て
穸
數
の
契
約

恶
；あ
'

P

多

額

の
«

立
：金
.を

擁

し

名

聲

-0
知
ら
れ
た
る
會
社

ビ

競
.0

す
る
を

#

し
め
ん
に
は

:»

•
 

.

.

.

.

.

.

初
の

.數
年
間
に
於
け

.る
營
業
费
：の
負
辑
々
輕
減
す
る
を
必
要
と
す
，
の
點

.に
あ
り
而
し
て
此

.

.規
定
：は
吾
國
に
あ
卜
て
ば
實
に
：保
險
會
社
の

’特
典
に
®
し
他
の
會
社
の
享
有
す
る
を
得
ざ
る 

所
の
姿
の
な
り

;:
•

右
の

®

合
に
於
て

«:
險
會
社
は
其
設
立
费
及
び
營
業

.
*の
«

却
を
終
ら
ざ
る
部
分
は
之
を 

:

貨
：借
對

g

表
の
資
産
ビ
し
て
記
入
し
偾
却
す
る
に
從
ひ
て
逐
次
砍
之
を
減
少
す
べ
き
も
の
な 

b

然
ら
ば
此
場
合
..に於
け
る
設
立
费
及
び
營
攀
费
は
吾
人
の
所
謂
、擬
制
.的
項
目
な
り
や
此
問 

題
は
設
立
薇
及
び
營
業
我
は
資
產
な
り
や
否
や
に
よ
ち
て
決
す
ベ

.し

®

說
は
此
點
に
付
；き
费

|

議

の

せ

戏
JH
に
ょ

.

^
生
じ
た
る
價
値
？

區
別
し
後
潢
は
資
產
る

.も
前

H
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冬
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现
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す
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所
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f
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と
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；び
營
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の
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さ
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營
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蕃
對
照
表
に
於
け
毳
制
的
項
目
 

I
破

六

ニ

主
體
の
成
立
に
し

v

財
產
に
あ
ら
ず

 

'

,

'

ニペレ

1

ム」

は
又
或

.國
の
立
：法
例
に
於
て
設
立
凝
及
び
設
備
費
を
資

S

.
記
載
す
る
こ

ビ
を 

許
し
れ
る
は
自
己
の
意
見

^.
ー
 

'致
せ
る
扣
の
と
な
せ

,̂
然
れ
ど
も
是
等
は
反
て

1
レ
n

ム
0
^
-

-
反
對
の
見
解
を
採

.う
し
も

'
の
と
解
す
る

.を
逛
當
年
す
例
へ
ば
塊
太
利
の

，

I

I

I

(
1
3
9
9
)

五
十
一
條
に
、ょ
れ
ば
定
款
に
規
定
せ
る
設
立

®

は
第
一
年
&
ド
於
け
名
出
費
と
し
て 

五
年
以
內
に

.分
配
償
却
す
る
を
得
る
も
，の
と
し
又
瑞
西
債
務
法
六
莨
五
十
六
條
に
依
れ
は
設 

立
避
設
備

.
*及
び
營
槳
费
は

.全
部
之
を
、支
出
と
し
て
訐
算
書
に
記

&

す
る
を
^
=
^
ビ
し
伢
外 

.ビ

.し
て
定
款
又
は

.株
主
總
會
の
決
議
に

i
う
て
豫
想
し
た
る
設
傲
費
は

.最
初
の
.も
の
た
る
と 

支
店
の
新
說
又
は
業
務
擴
張
の
爲
め
た
る

•ビ
を
問
は
す
五
年
以
內
の
期
間
に
分
亂
し
每
年
.其
 

年
度
に
相
當
す
る
金
額
を
支
出
と
し
て
針
箅
す
，る
を
得
る
も
の
と
せ
う
以
上
ニ
個
の
立
海

 ̂

は
何
れ
本

「

レ
I
.ム」の

：：

說

?:
.
認
ー
め
た
:る
令
の
'に

非

ず

し

て

反
て
其
反
對
の
見
解
を
採
う
た

る

こ
 

ビ
明
か
な
り
何
と
な
れ
ば
創
立
獎
課
備
費
等
を
財
產
セ
し
て
認
め

^

る
も
の
と
す
れ
ば
之

f

_
•■_
-
 

圓
-

■ 

‘ 

- 

:
■圓 

■ 

-

が
*
却
を
要
求
す
る
の
理
由
な
け
れ
ば
な
キ

®
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 ̂

m

m
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 ̂

 ̂
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» 

«
 

 ̂

 ̂

に
属
す
ベ

1

0

に
し
て
資
產
に
#
ず

ト' ^ 、'、り■* — マ*’、 ノで tA > ^  *^iCwT2XY I

老

,ヵ
^

め
'丨

個

々

の

，資

產

項

目

の

價

額

を

增

加

し

た

る

と

_

又

は

新

た

に

資

產

を

取

得

し 

f

と

き

は
f

資
奢
し

.

£
ぐ
べ
き
も
の
と
信

.ず
從

V

前
揭
保
險
業
法
十
九
條
及
び
五 

」

1

八
；條

:-
:
0設
立

*

及
：妨

營

業：

費
も
：亦

眞

實

の
.資

産

を

表
.は

す

も

の

に

非

ず

然

ら

文

來

.險

き

社 

一力一

.殷
立

*
、及

び

營

業
#

を

:»
產
#

し
て
：.記
載
す
る
と
共
に

.是

.等
の
费
用
に
ょ
ぅ
て
得
た
る
現 

.
實
資
產
；の
價
額
ス
は
增
價
额

I

資
産
ビ

.し
七
記
載
す
る

I

る
や
斯
の
如
き

H

二 

重
評

«
丨
屬
し
原
ネ

^
_
>七
.法
の
禁
ず
る
所
な
：

i
.も
保
險
會
社
の
場
合
に
あ
り
て
は
法
は
旣 

に
一
般
の
原
則
を
破
ぅ
て
資
産
中
に
擬
制
的
頊
目
の
記
載
を
許
し
*
る
以
上
は
右
の
場
合
に 

f
e々

て

之

を

禁

ず

る

：の

理

由

を

見

ずff
l

ん
や
設
備
費
營
業
費
は
永
久
の
項
目
に
非
ず
し
て
偾 

去
を
必
荽
と
す
る

^P

の
な
る
に
於
て
を
を

f
.以
上
擧
た
る
資
本
、評

®
萸
正
項
目
、及
び
年
赋
償
却
を
爲
.す
べ
き
缺
损
に
關
す
る
事
頃
は
貸 

&

對
照
表
，

'の
翻
制
的

.爾
目
に
し
七
然
か
も

.法
の
認
め
た
る
所
の
も
の

‘な

i

而
し
て
け
に
擧
た 

る
場
八
丨
の
外
询
負
僙
の
丧

R
或
項
目

?:
設
く
る

乙
ど
は
原
則
ど
し
て
法
の
禁
ず
る
所
に
あ
ら 

ず
蓋
し
負
偵
の

®

目
を
增
额
す
る
乙
.ど
は
利
益
配
當
を
困
雛
な
ら
し
め
資
產
の
堺
加
を
誘
起 

し
營
業

s

f

保
證
す
る
を
得
れ
ば

f

然
れ
ど
，

P

此
原
則
忙
左
の
例
外
あ
ぅ

¥
1

卷
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四六七
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第
四
號 

六
.四

A

偾
權
濟
に
損

窖
を

加
ふ
る

目
的

?:
以
て
借
方
現
額
を
過
度
に
揭
ぐ
る
を
得
す
斯
の
如

き
行 

爲
あ

P

た
，る
者

は
破
産

a
吿
を
處

罰
條
件
と
し
て
詐
欺
破
產
の

刑
に
處

せ
；
b
る
ベ
し

(

舊
商
法
.
 

破
產
編
千
五
十
條

)

,
';

B
、使
用

A
、®

名
組
合
員
等
に
與
ふ
ベ
き
報
_
を
減
少
す
る
目
的
を
以
て
負
債
の
部
に
擬
制
的 

項
目
を
加
ふ
名
こ
と
此

#

合
：に
は
擬
制
的
項
目
の
潘
額
に
ょ

3

て
，相

字

方

の

權

.利

を

害

す

る 

を
以
て
相
手
方
は
貸
借
對
照
：摩
の
訂
正
を
請
求
す
る
を
得
べ
し 

.
之
に
反
し
資
產
の
へ
部
，に
擬
制
的
項
目
を
記
載
す
る
こ
と
は
前
述
の
如
き
特
殊
の
場
合
を
除 

き
原
則
ビ
し

V

許
す
べ
&
も
の
に
非
す
故
に
說
立
嫂
設
備
费
營
寒
戮
等
は
费
用
其
も
の
と
し 

孟
を
資
產
中
に
揭
ぐ
る
は
保
險
會
社
の
如
く
特
に
認
め
ち
れ
た
る
場
合
の
外

.違
法
な

.

=
s

ビ
 

云
ば
ざ
る
可
ら
ず
貨
借
對
照
：表

^
は
.財
産
の
®
類
及
び
價
額
を
記
载
せ
ざ
る
可
ら
ず
然
る
に 

.
«用
ば
本
：來
一
定
の
财
摩
の
種
類
に
非
ず
假
に
«
用
は
全
部
財
産
に
變
形
せ
り
と
す
る
も
典 

»
產
中
に
は
債
權

.も
あ
る

.V 

く
動
産
：も
あ
る
べ
く
又
得
袁
名
聲
の
如
き

»
實
上
の
關
係

4

あ 

る
.
ベ
し
然
る

.
に

之

を

一

括

し

て

费

用

，な
：る

項

目■の
下
に
資
產
中
に
揭
ぐ
る
の
.不
法
な
る
や
明 

か
な
り

®
逸
商
法

.
P
百
六
十
一
條
四
號
は
設
立
及
び
營
業
の
费
用
は
之
を
資
産

v
j

し
て
記
人

1

.

i

す

I

得
f

乙
と
を
规
定
せ

.る
は
當
然
の
原

f

明
示
し
？

こ

■

為

文
な
し
と
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美
當
■然
斯
の
如
く
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燠
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f
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^
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に
株
式
會

If
:
こ

あ

： 

t 

I

I
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唯
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1

の
擔
保

I

:
が
故

法
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會
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齊
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ょ

6

其
’處
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一
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女
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範
圆
內
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の
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S
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書
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近
接
せ
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度
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' 
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：
、 

' 
多
鉍
の
會

f

あ
み
て
は
設
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f
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不
法
慰

^

'の
.

海

人

！

し
て
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：？

與

ふ

る

乙

：
I

I

め

以
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y

I

せ

ず

商

法

は

會

社

P

1

度

の

設

備
.费
«

業
费
の
：如
き
も
亦
祖

t

の
沿
1

_

こ
ぐ
同
一

.
の
ぁ
如
k

基

き

設

立

®

及
初
年 

し

め

！

年

U

こ
：
^
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ィ

;

f
 

p

'
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>
於

て

之

を

貨

借

對

照
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資
産
に
揭
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蕃
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照
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に
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節
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二
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0 
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贷
借
對
照
麼
於
け
為P
的
晉 

切

济

雕

,
>
,
-
/

建
設
利
息
の
配
，當
に
ょ
ぅ

' て
；生

じ

た

る

，缺
.

*

»年
賦
償
却
を
許
す

.、へき
も
の

'な

ぅ

ゃ

‘否
や 

.

に
就
て
は
議
論
分

'
.る

:#
社
が
：：開

業

の

準

備

に
.長
年
月
を
要
す
る
場
：

‘合
に

.

.營
業
を
開
始
：せ
す
從 

て
配
當
す
ベ
き
利
益
を
生

^

ず
と
す
れ
ば
多
數
の
資
本
家
は
斯
の
如
き
會
‘社
の
株
式
を
弓
受 

く
る
を
好
ま
ざ
る
ベ
く
經
濟
上
有
益
の
事
業
な
る
に
係
は
ら
ず
之

.5
:
興
す
と
能
は
ざ
る
べ
し 

故
に
商
法
は
多
數
の
立
法
例

w

共
に
右

.0
如
き
場
合
に
利
益
の
有
無
に
係
は
ら
ず
開
業
を
爲 

す
に
至
る

^

でT

定
.の
金

.额
の
配
當
を

'許
し
た
主
商

.法
百
九
十
六
條
、獨

.商
ニ
百
十
五
條
#
商 

百
八
十
一
條
、羅
馬
尼
商
百
三
十
八
條
、菊
商
西
九
十
ニ
條
、英
會
社

.法
九
十
一
條

)

此
場
合
は
會

)T
r
l
 

:

.
は
挪
込
.株
金
の
利
息
又
は

」
部
開
業

t

生
ず
る
利
益
を
以
て
雞
設
利
息
の
配
.當
を
爲
す
場 

，'
合
ば
之
が
爲
め
に
會
社
財
逢
を
拂
込
額
以
下
に
減
少
せ
し
め
從
て
缺
損
を
生
.す
る
虞
な
し
と 

雜
も
然
ら
ざ
る
を
き
ば
建
設
利
息
の
配
當
の
爲
め
會
社
財
産
は
拂
込
資
本
以
下
に
減
少
す
る 

こ
と

‘

な
る
ベ
し

.此
場
合
に
其
缺
.損
額
は
之
を
如
何
に
處
置
す
.ベ
き
か
英
國
會
社
法
九

4

一
 

.
條
は
建
設
利
息

S

し
て
配
當
レ
た
る
金
額
は
之
を
工
事
建
物
又
は
設
備
の
薇
用
の

一

部
と
し 

.V

資
本
勘
定
の
資
擔
ビ
な
し
得
ベ
き
こ
と
を
規
定
せ

&

故
恥
英
國
に
あ
り
て
は
建
設
利

f
 

.しV

支
柳
ひ
た
：る
金
輯
は
之
を

.

H

事
建
物
設
備
等
の
評
價
に
加
算
し
て
資
產
中
に
記
載
す
る

で，，ごだご，、ン、，•，ぃ- ， ' « 、ン c  ぃ <  ̂ . へ〜、ハ̂̂.作

i

皿

f

條
|

は
何
れ
も
證
璧
と
し
て
配
當
し
た
る

u
 

I

I

の
支
出
と
し
て
偾
却
す

,

i

ど

I

め，殊

I

國
商
法
は

■

 

f

以
ヒ
の

實
質
上
の
利
益
配
當
を
爲
す
ベ
き
？

 

f

炎

こ
分
脅
亡
ブ
、、

.
ヒ

お

：の
1

去

ぐ

こ
<
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I

1

ィ
i

炙

-

分

捧

せ

し

む

べ
&

こ
，，

を
規
.定
せ
り
而
し

>

は
か
々

I

I

立
®
の
分
配
償
却
を
認
め

た

る
立
法
例
と
興
上

き

《

(

C

1

爲

す

ベ
s
 

I

 

f

せ
S

が
故
之
が
償
却
に
は
數
年
又

は
十

t;
:
«年
を

4

1
も
表
支

®
'
♦も
の

-

云
は
ざ
も
可
ら
す
れ

(:
る
名
右
の

3:
占 

®
設
柯
氪
ご

：
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¥ゾ
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M
秒
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於
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'
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る
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